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皆さん、こんにちは。私は日語日文学科1年生のイ・Xインと申します。本日は「挑戦する勇気が私の人生をどうやっ

て変えたのか」についてお話ししたいと思います。 

 私は21歳で、今年新たにミョンジ大学に入学することになりました。去年までは別の大学に通っていて、一年間今と

は全く異なる専攻を一生懸命勉強していました。ところが、心のなかで「もっと大きな世界が見たい」と常に思っていた

のです。 

 しかし、挑戦は簡単なものではありませんでした。自分の周りの環境に慣れていた私は、その安定した環境から抜け

出すのが非常に怖かったのです。そこで私は、自分に言い聞かせました。もし失敗したとしても、大きな結果が生じるわ

けでもない、と何度も考えました。その挑戦の結果、私はミョンジ大学に合格し、こうして皆さんの前で自分の経験を話

すことができるようになりました。 

「感情は消えて、結果は残る」と誰かが言いました。ところが、私はそうには思いません。私にとっては新しいことに向き

合った時の不安と胸の高鳴りも、結果と同じくらい大切なものです。そうした否定的な感情に慣れていくことが次の挑

戦をしやすくするカギだと私は思っています。 

 でもそのカギを手に入れるのは簡単ではありません。嫌な感情を乗り越えるためには、まず嫌なことに挑戦しなけれ

ばならないのです。私の場合、それはいい結果を出せないことを実感しながらも挑戦してみることでした。高校の時、私

は部活動に参加しました。当時私は人気のある学校のバンドに入りたかったんですが、希望者が非常に多かったので、

諦めようと考えることになりました。しかし諦めると決めた後も、ずっとバンドのことが頭から離れませんでした。そして私は

人生で初めて、失敗を覚悟して何かに挑戦する勇気を出しました。結果は当然脱落でしたが、その経験でわたしは

「失敗することは後悔するよりもっといい」という、人生の中での大切な信条を得ることができました。 

 こうして皆さんの前で話していますが、私だってすごい勇気があって挑戦的な人ではありません。むしろ心配性で、実

行力に欠ける人間です。それでも今までお話ししたように、小さな挑戦を積み重ねることで、次の挑戦への推進力が生

まれると実感しています。他の進取的な人たちと自分を客観的に比べてみると、自分は優柔不断で大したことのない

人かもしれません。しかし、過去の自分と比べてみると、少しずつ成長している自分がいると感じています。皆さんの中

では、自分の将来の夢を見つけて、その夢を叶えるように努力をかけている方も多くいらっしゃると思います。そんな人た

ちに比べて私は、まだ夢を見つけられず迷っているのが現状です。でも、私は意味のない挑戦などないと思っています。

高校の時の部活への挑戦が今ここにいる私を作り上げたように、今の挑戦が将来に繋がっていると信じています。今

はその成果が見えないかもしれませんが、すべての勇気と挑戦が積み重なり、いつか自分の夢に辿り着けると私は確

信しています。ご清聴ありがとうございました。 

 


